
ジ

ラ

ー

ル
神

父

の

こ

と

富

田

仁

幕
末
、
日
本
が
長
年

の
鎖
国
を
解

い
て
開
国

へ
大

き
く
転
換
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
た
頃
、
琉
球

に
フ
ラ

ソ
ス
人
宣
教
師
が
や

っ
て
き

た
。
そ
れ

は
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
神
父

で
あ

っ
た
。

こ
の
間

の
事
情

は
拙
著

『
佛
蘭
西
學

の
あ
け
ぼ

の

1

佛
學
事
始
と
そ

の
背
景
1

』
(
カ

ル
チ

ャ
ー
出
版
社
)

に
記

し
た
の
で
詳

述
を
避
け

る
が
、

一
八
四
四
年

(弘
化
元
年
)
四

月
二
十
八

日
、

フ
ォ
ル
カ

ー

ド
は
オ
ー
ギ

ュ
ス
タ
ソ

・
高

と
い
う
清
国
人

を
伴

な
い
、
那
覇

に
来
航

し
た
の

で
あ

る
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神

父
は
二
年
間
幽
囚

の
日
々
を
過

し
、
結
局

は
日
本

ジ ラ ー ル 神 父

開
教

の
機
会

に
恵
ま
れ
ず

に
帰
国

し
な
く

て
は
な
ら
な
か

っ
た
。

だ
が
、
安
政
元
年

ベ
ル
リ
提
督
が
日
米
和
親
条
約
を
締
結
し
、
日
本
は

つ
い

に
開
港

し
た
。

こ
の
よ
う
な
開
港

は
キ
リ

ス
ト
教
伝
道

の
機
会
を
も
あ

た
、兄
て

い
た
。

ロ
ー
マ
法
王
庁
は
中
国
東
北
地
方

(
満
州
)

に
布
教
中

の
コ
ラ

ソ
師

を

日
本
教
区
長

に
任
じ

た
が
、

コ
ラ

ソ
師
は
琉
球
伝

道
を
志
し

て
遼
東

の
地
ま

で

来

た
が
病
没

し
た
。

コ
ラ

ソ
の
遺
命

に
よ
り
三
人

の
宣
教
師
が

フ
ラ

ソ
ス
汽
船

リ

オ
ソ
号

で
香
港

か
ら
那
覇

に
到
着

し
た
。
メ

ル
メ

・
カ

シ

ョ
ソ
、

ル
イ
H

テ

オ
ド

ー
ル

・
フ

ユ
ー
レ
、
プ
リ

ュ
ダ

ソ
ーー
セ
ラ
フ
ァ
ソ

・
バ

ル
テ

ミ
ー

・
ジ

ラ

ー
ル
の
三
神
父

で
あ

る
。
安
政

二
年
三
月

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

「
三
人

は
漸
く

に
し
て
上
陸

を
許
さ

れ
、
同
じ
く
聖
現
寺

に
幽
閉
さ

ぜ
ら
れ

た
。
同
年

五
月
、
佛
蘭
西
軍
艦

シ
ビ

ュ
號
が
入
津

し
、

日
本

と
の
通
商
條
約

を

締
結

せ
ん
が
た
め
、
通
譯

と
し
て
フ

ユ
ウ
レ
を
伴

ひ
平
戸
や
長
崎

に

航

し

た

が
、

フ

ユ
ウ

レ
は
上
陸

し
て
も
滯

留
す

る
事

を
許

さ
れ
ず
、
香
港

へ
赴

か
ざ

る

を
得
な
か

っ
た
。
安
政

二
年

(
一◎Q
α
切
)
±

月
、
佛
蘭

西
水
師
ゲ

ラ
ソ
は
、
琉

球
と
通
商
條
約
を
締
結

し
、
其
結

果
と
し

て
ジ
ラ
ア

ル
と
メ
ル
メ
と
は
フ

ォ
ル

カ
ド
以
來
舊
縁
の
聖
現
寺

を
去

っ
て
、
那
覇

の
中
央
な

る
松
尾
に
移

っ
た
が
、

傳
道

は
依
然

と
し

て
禁
ぜ
ら
れ

た
。
安
政
四
年

(
昌Q◎
㎝刈
)
十
月
、

フ

ユ
ウ

レ
と
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ム

ニ
ク
ウ

と
が
那
覇

に
來

て
、
メ

ル
メ

と
代
り
、
彼

は
香
港
に
歸

っ
た
。
翌
安

政

五
年
十
月
、
佛
蘭
西
軍
艦

レ
ジ
ジ

ャ
ン
號
が
來
り
、
日
佛
條
約

の
締
結

と
ジ

ラ
ア

ル
の
日
本
教
區
長
任
命
と
を
告
げ

、
ジ
ラ
ア
ル
と
メ

ル
メ
と
を
伴
う

て
、

フ

ユ
ウ

レ
と

ム
ニ
ク
ウ
と
を
殘
し

て
去

っ
た
。
フ

ユ
ウ

レ
は
老
年

の
た
め
語
學

も
進
ま
な

い
が
、
醫
術
を
心
得

て
七
八
里
の
遠
方

ま
で
招

か
れ
て
治

療
に
赴
い

た
ら
し

い
。

ム
ニ
ク
ウ
は
、
香

港
に
て
支
那
語
を
學

ん
だ
事

が
あ

る
の
で
、

日

本

語
や
其
轉
訛

せ
る
琉
球
語
を
も
多
少
知

る
に
至

っ
た
。
萬
延
元
年

(
H
c。
①
O
)

十
月
、
プ

チ
ジ

ャ
ソ
が
來

り
、

ム
ニ
ク
ウ
は
代

っ
て
去

り
横
濱

に
赴

い
た
。
プ

チ
ジ

ャ
ソ
と
フ

ユ
ウ

レ
と
は
、
琉
球
政
府

に
向

っ
て
布
教
許
可

を
請
う

た
が
、

儒

教
が
行

は
れ
て
ゐ
る
か
ら
別

に
基
督
教

を
要

せ
ず

と
答

へ
て
、
許
さ
な
か

っ

た
。
次

い
で
文
久

二
年

(
H
Q◎
①
卜δ
)
九
月
、
ヂ

ュ
プ

レ
イ
號
が
入
港
し

て
、
ジ
ラ

ア
ル
か
ら

の
宣
教
師
引
上

の
指
令
を
傳

へ
、
弘
化
元
年

フ
ォ
ル
カ
ド
が
初
め

て

上
陸

し
て
よ
り
既

に
十
八
年
を
閲
し

た
。
」

(比
屋
根
安
定

『
日
本
基
督
教
史
』
第
四
巻

・
四
六
～
四
七
・へ
ー
ジ
)

沖
縄

に
お
け

る
キ
リ

ス
ト
教
伝

道

の
歴
史

の
中

で
占
め
る
フ
ラ

ソ
ス
人

宣
教

師

の
役
割
は
大
き

い
。
も

っ
と
も

こ
の
時
期

の
伝

道
効
果
は
き

わ
め
て
乏
し
か

っ
た
が
、
沖
縄
経
由

で
キ
リ

ス
ト
數
が
日
本
に
拡
が

っ
て
い

っ
た
と
い
う
事
実

を
看
過
し

て
は
な

る
ま

い
。
そ

の
伝

道
の
先
駆
者

の
ひ
と
り
が
ジ
ラ
ー
ル
神
父

で
あ

っ
た
。

こ
の
神

父
は
キ
リ

ス
ト
教
伝
道

の
上

で
の
み
な
ら
ず

日
本

に
お
け

る
フ
ラ

ソ
ス
語

教
育
の
面
で
も
少

な
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
て
い
た
人
物

で
あ

り
、

カ

シ

ョ
ン
と
と
も

に
仏
蘭

西
学
研
究
上
き

わ
め
て
興
味
深

い
神
父

な

の

で

あ

る
。プ

リ
ダ

ソ

ス

H

セ

ラ

フ

ァ
ソ

目
バ

ル

テ

ミ

ー

・
ジ

ラ

ー

ル

は
、

一
八

二

一
年

四
月

五
日

、

シ

ェ
:

ル
県

ア

ソ
リ

シ

ュ
モ

ソ

に
生

ま

れ

た
。

一
八

四

五

年

五

月

十

七

日
、

当

時

人

口
五

千

人

ほ
ど

の
サ

ソ

・
ピ

エ
ー

ル

・
ル

・
ギ

ャ
ー

ル
聖

堂

山手力トリック教会会堂内

(左手ジラール神父頌碑)

 

区

の
ブ

ー
ル
ジ

ュ
で
助
任
司
祭

と
な

っ
た
が
、

二
年
後

の

一
八
四
七
年

八
月
十

八

日
に
は
パ
リ
海
外
布
教
団
神
学
校
に
入
り
、
翌
年
三
月

二
十
九
日
、

日
本

に

向
け

て
出
発

し
た
。
も

っ
と
も
、
日
本
が
鎖
国
中

の
た
め
に
香
港
で
待
機

し
た

あ

と
、
メ

ル
メ
、

フ

ユ
ー

レ
と
と
も
に
琉

球
入
り
を
し
た
の
で
あ

っ
た
。

『
パ
リ
海
外
布
數
団
報
』
家
仙
目
O
甑
巴

山
①
5

ω
0
9
ひ
叡

α
①
ω
蜜
冨
忽
§

ω

国
曽
畧

σq
酵
0
9

8
ヨ
o

自
・
H
2
①
に
よ

る
と
、

ジ
ラ
ー
ル
は

一
八
五
七
年

六
月

十
五
日

に
日
本
教
区
長
に
任
命

さ
れ
、
翌
年

に
は
琉
球

か
ら
江
戸

に
赴
き
、
デ

ュ
シ

ェ
ー

ヌ

・
ド

・
ペ
ル
ク
ー
ル
総
領
事

の
通
訳

と
し
て
滞
在

し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
実
際
に
は
ジ
ラ
ー
ル
が
教

区
長
任
命

の
報

に
接

し
た
の
は
安
政

五

年

(
一
八
五
八
)

十
月
那
覇
で
の
こ
と
で
、
デ

ュ
シ

ェ
ー
ヌ

・
ド

・
ペ
ル
ク

ー

ル
が
日
本

に
着
任

し
た
の
は
安
政
六
年

(
一
八

五
九
)

八
月
十
日

の
こ
と
で
あ

る
。

ジ
ラ
ー
ル
は
こ
れ

に
同
行

し
て
い
た
の
で
あ

る
。

ジ
ラ

ー
ル
は
三
田

の
濟
海
寺
が
フ
ラ

ソ
ス
総
領
事

(
の
ち
に
公
使
)

の
宿

館
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に
当

て
ら
れ
た
の
で
、

そ
こ
に
暫
時
同
居

し
た
が
、
通
訳
官

と
し
て
の
任
務

と

同
時
に
聖
職
者

と
し
て
の
そ
れ
を
も
忘

れ
な
か

っ
た
。

「
そ

の
通
訳

官
の
任

務
は
ジ
ラ
ー
ル
師

に
な
に
よ
り
も

ま
ず
自
分
が
伝
道
師

で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
さ
せ
な
か

っ
た
。
彼

は
江
戸

と
神
奈
川

の

湾
内

に
投
錨
し

て
い
た
艦
船
に

た
び

た
び

赴
い
た
が
、
そ
れ
は
病
人

た
ち
に
宗

教

の
救
済
を
も

た
ら
す

た
め

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
初

か
ら
、
彼

は
み
ず

か
ら

云

っ
て
い
る
よ
う

に
、
ペ

ル
ク

ー
ル
氏

の
庇
護

の
下
に
江
戸
で
行
な

っ
た
醵
金

を
神
奈
川

に
カ
ト
リ

ッ
ク
礼
拝
堂
を
建
立

の
た
め

に
陸
路
と
海

路
で
運

ぶ
の
に

専
念

し
た
。
」

(
マ
ル
ナ
ス

『
十
九
世
紀
後
半

の
日
本

で
復
活
せ
る
キ
リ

ス
ト

教
』
第

二
巻

三
四
四

ペ
ー
ジ
)

す
で
に
日
米
通
商
条
約
も
締
結

(安
政
五
年
)

し
て
い
た
。
そ

の
第
八
条
に

よ

っ
て
ア
メ
リ
カ
人

は
礼
拝
堂

を
居
留
地
内

に
建

て
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
踏

絵

の
制

度
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
て
い
た
が
、
日
仏
両
国

の

間

に
も
同
様
の
条

項
が
取
り
き

め
ら
れ
て
い
た
。

ジ
ラ
ー
ル
が
横
浜

に
カ
ト
リ

ッ
ク

の
礼
拝
堂
を

つ
く
ろ
う
と
し
た
の
も

、
そ
の
よ
う
な
動
き

の
表

わ
れ
に
ほ

か
な
ら
な
か

っ
た
。

「
一
八
六
〇
年

(
万
延
元
年
)
右

の
条
約
に
従

い
、

フ
ラ

ソ
ス
政

府
は
横
浜

居
留

の
外
国
人

に
宣
教

の
目
的

を
以

て
天
主
堂

の
設
立
を
企

て
、
幕
府
よ
り
横

浜
居
留
地
八
十
番

(
現
在

の
山
下
町
八
十
番
冖、

ニ

ュ
ー
グ
ラ

ソ

ド

・
ホ

テ

ル

裏
)

の
永
代
借
地
権

を
獲
得

し
た
。
既

に
前
年
、
神
奈
川
駐
在

フ
ラ

ソ
ス
総
領

事
附

通
訳

と
し
て
来
住

し
た
バ
リ

ー
外
国
宣
教
会
所
属

の
ジ
ラ

ー
ル
神
父
は
日

本
教

区
長

に
任
命

さ
れ
、
領
事
館

の
公
務

を
処
理
す

る
傍
ら
、
聖
堂
建
設
寄
金

の
幕
集

に
奔
走
さ
れ
、

同
年
末
清
国

よ
り
着
任

さ
れ
た
ム

ニ
ー
ク
神
父
も
ま

た

建
設
工
事

の
監
督
を
引

受
け
ら
れ
、
両
師

と
も
席

の
暖
ま

る
暇
も
な
く
働

か
れ

た
甲
斐
あ

っ
て
、
工
事

も
次
第

に
進
捗

し
、
翌

一
八
六

一
年
十

一
月

十

一
日

神奈川初代フランス公使館跡 ・慶運寺籀

(東神奈川)

 

(
文
久

元
年
十
月
)

漸
く
落
成
、

聖
心
教
会

と
命
名

さ
れ
、
復
活
後

日
本
最
初

の
キ
リ

ス
ト
教
会
が
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
ゴ
チ

ッ
ク
と
寺
院
風

と
を

調
和
し

た
高
塔

の
頂
き

に
は
、
金
色

の
十
字

架
が
燦
然

と
し
て
輝
き
、
鎖
国

以

来
久

し
く
見
ら
れ
な
か

っ
た
往
古
キ
リ

シ
タ

ソ
時
代

の
風
景
を
初

め
て
再
現
さ

せ
る
も

の
が
あ

っ
た
。
」

(片

子
沢

千
代
松

・
助
野
建
太
郎
『
横
浜

キ
リ

ス
ト
教
史
」
七
～
八
ペ

ー
ジ
)

文
久

二
年
十

二
月
、
す

な
わ
ち

一
八
六

二
年

一
月
十

二
日
、

こ
の
礼
拝
堂

の

献

堂
式
が
盛
大

に
執
行

さ
れ
、
同

日
付

で
幕
府

か
ら
在
留
外
国
人

へ
の
布
教
許

可
を
え
た
。
横
浜

の
天
主
堂

に
は
多
数

の
日
本
人
が
噂

を
伝
え
聞

い
て
訪
れ
、

と
き
に
は
千
人
も
の
人
び

と
が

「
耶
蘇
寺

」
見
物

に
み
え
た
の
で
、
当
時
な

お

キ
リ

シ
タ

ソ
禁
制

下
の
日
本

で
あ
れ
ば
、
幕
府

と
し
て
も

こ
れ
を
黙
認
す

る
わ

け

に
い
か
ず
、
神

奈
川
奉
行
所

は
天
主
堂
訪
問

の
日
本
人

を
ま
ず

三
十

三
名
、

翌
日

に
は
二
十

二
名
、

二
日
間

で
合
計
五
十
五
名
を
捕
え
た
。
こ
の
た
め
に
日
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跡堂主天浜横

本
人

は
怖
れ

を
な

し
て
天
主
堂

に
近
づ
か
な
く
な

っ
た
が
、
フ
ラ

ソ
ス
総
領
事

ド

.
ベ
ル
ク

ー
ル
は
す
ぐ
さ
ま
強
硬

に
抗
議
を
行
な

い
、
逮

捕
さ
れ
た
人

た
ち

を
戸
部
監
獄
か
ら
解
放
し

た
。
世

に
謂

う
横
浜
天
主
堂
事

件
で
あ

っ
た
。

さ

て
、
ジ
ラ

ー
ル
神

父
は
仮
寓

中
の
江
戸

の
濟
海

寺
に
お
い

て
ド

・
、、ヘ
ル
ク

ー
ル
の
通
弁
官

と
し

て
大

い
に
尽
力
し

て
い
た
が
、

そ
の
余

暇
に
日
本
人

に
フ

ラ

ソ
ス
語
を
教
え
よ
う
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
教
え
て
い
た
形
跡

が
あ

る
。

コ

八
六
〇
年
、
フ
ラ

ソ
ス
語

の
講
義

を
行

な
い
な
が
ら
、
も

っ
と
容
易

に

日
本
人
と
接
触
す

る
た
め
に
、
彼

は
横
浜

に
土
地

を
購
入
し
た
。
」

(
『
パ
リ

海
外

布
教
団
報

』
)

と
い
う
記
録
も

あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
横
浜

の
地

で

フ
ラ

ソ
ス
語

を
教
え
た
と
い
う
ふ
う

に
も
解

釈
さ
れ
る
。

一
八
五
九
年
末

に
は

日
本

に
は
フ
ラ

ソ
ス
人

宣
教
師

と
し
て
は
ジ
ラ
ー
ル
と
カ
シ

ョ
ソ
の
二
人
が

い

た
に
す
ぎ

な
い
が
、
前
者

は
江
戸

と
神
奈
川
、
後
者

は
箱
館

に
い

た

の

だ

っ

た
。

ジ
ラ
ー
ル
の
場
合
、
江
戸

と
神
奈
川

(
横
浜
)

を
往
復

し
て
い
た
わ
け
だ

が

、

江

戸

の
地

に

あ

っ
て
は

幕

府

に
対

し

て
フ

ラ

ソ

ス
語

教

授

に

つ

い

て
許

可

を

申

し
出

て

い

る
。

(外

国

御

奉

行

様
)

「
ガ

イ

コ
ク

ゴ
ブ

ギ

ョ
ウ

ナ

マ
江

(書

翰
)

(以
)

(申

上
)

(候
)

(當

濟

海

寺
)

シ

ヨ
カ

ソ

ヲ

モ

ツ

テ

モ

ウ

シ

ア
ゲ

サ

ム

ロ
ー

ト

ウ
サ

イ

カ

イ
ジ

(手

狭
)
(付
)

(最
寄
)

(正

泉

寺
)

(別

宅
)
(儀
)

(相

願
)

テ
ゼ

マ

ニ
ツ

キ

モ

ヨ
リ

セ
ウ

セ

ソ
ジ

ペ

ッ

タ
ク

ノ
ギ

ア

ヒ
子

ガ

イ

サ

(候
)

(處
)

(御

許

容
)
(段
)

(御

書

翰
)

ム

ロ
ー

ト

コ

ロ

ゴ

キ

ヨ
ヨ
ウ

ノ
ダ

ン

十

一
月

二
十

二
日

ゴ

シ

ヨ
カ

ソ

(以
)

(仰
)

(下
)

(有

離
)

(存
)

(候
)

ヲ

モ

ツ

テ

ヲ

ー

セ

ク

ダ

サ

レ

ア
リ

ガ

タ
ク

ゾ

ソ

シ

サ

ム

ロ

ー

(就
)

(同

寺
)

へ別

宅
)

(上
}

(佛

蘭

西

國
)

(語
)

ツ
イ

テ

ハ

ド

ウ

ジ

ヘ

ベ

ツ
タ

ク

ノ

ウ

ヘ

ハ

フ
ラ

ソ

ス

コ
ク

ノ

ゴ

ヲ

(學
)

(度
)

(人
)

(之

有
)

(候
)

(傳

習
)

(
致

マ
ナ

ビ
タ

キ

ヒ
ト

々

モ

コ

レ
ア

リ

ナ

ム

ラ

ヘ
バ

デ

ン

シ
ウ

イ

タ

ス

可
)

(候
)

(間
)

(政

府
)

(於
)

(然
)

(可
)

(人
)

ベ
ク

ナ

ム

ロ

ー

ア

ヒ
ダ

セ
イ

フ

ニ

ヲ

ヒ
テ

シ
カ

ル

ベ

キ

ヒ
ト

(御

選
)

(御

遣
)

(成
)

(候
)

(右
)

々

ヲ

ン
エ
ラ

ビ

ヲ

ン
ツ

カ

ワ

シ

ナ

ナ

レ

サ

ム
ラ

ヘ
バ

ミ

ギ

ノ

コ

(事
)

(心
)

(適
)

(候
)

ト

ハ

コ

ソ

シ

ユ

ル

・
ゼ

子

ラ

ー

ル
ノ

コ

コ

ロ

ニ

カ

ナ

イ

サ

ム

ロ
ー

(間
)

(懇

切
)

(教
授
)

(致
)

(可
)

(候
)

(右
)

(付
)

ア

ヒ
ダ

コ

ソ

セ
ツ

ニ

ケ

ウ

ジ

イ

タ

ス
ベ

ク

サ

ム

ロ
ー

ミ

ギ

ニ
ツ

キ

(御

遣
)

(成
)

(候
)

(宜
)

(儀
)

(御

座

侯
)

ヲ

ソ
ツ

カ

ワ

シ
ナ

ナ

レ

ナ

ム

ロ
ー

テ

モ

ヨ

ロ

シ
キ

ギ

ニ

ゴ

ナ

ナ

ム

ロ

(拝
具
)

(謹

言
)

ー

ハ
イ
グ

キ

ン
ゲ

ソ

(安
政
六
年
十

一日
湘二
十
五
日
)

一
千

八

百

五

十

九
年

十

二

月

十

八

日

ジ

ラ

ー

ル

℃
]≦
°
O
貯
帥
「偶
」

(

『
大

日

本

古

文

書

幕

末
外

國
關

係

文

書
之

三

十

二
』

)

こ
れ

に

対

し

て
、

外

国

奉

行

柴

田

剛

中

と

水

野

筑

後

守

の

つ
ぎ

の

よ

う

な

返
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書
が
残
さ
れ

て
い
る
o

「
去

る
廿
六

日
、
佛
蘭
西
通
弁
官
よ
り
私
共
迄
書
翰

差
出
候

二
付
、
披
封

一

覽
仕
候
処
、
同
人
儀
、
先
日
、
御
差
許
相
成
候
通
り
、
正
泉
寺
江
移
宿
仕
候
上

は
、
御
國
之
も

の
、
同
國
言
葉
稽
古
仕
度
も

の

ヘ
ハ
、
教
授

い
た
し
度

と
の
趣

二
有
之
、

一
体
御
條
約

面

二
も
、
御
定
被
爲
在
候
通
り
開
港
後
五
年
相
立
候
上

は
、
彼
我

と
も
別

段
譯
文
相
添
不
申
、
書
通
徃
復
仕
候
積
有
之
侯
得

と
も
、
外

國
語
修
業
仕

候
事

ハ
、

一
朝

一
夕
之

譯
に
は
參

り
象
候
間
、
只
今
よ

り
諸
國
語

等
爲
心
懸
置
不
申

候
節

は
、

其
期

二
至

り
、
御
差
支
相
成
可
申

は
勿
論
、
當
今

之
場
合
も
、
英
佛

語
等
出
來
之
も

の
無
之

而
巳
な
ら
す
、
蘭
語

と
て
も
熟
習
候

も

の
す
く
な
く
、
通
辨

、
翻

譯
と
も
時
々
差
支
、
右

二
付
居

な
か
ら
機
會

を
失

ひ
候
事
も
不
少
、
行
違

も
生

し
や
す
く
、

心
配
罷
在

候
間
、
先
達

而

中

よ

り

も
、
右
儀

二
付
而

ハ
度

々
申

上
候
趣
も
有
之
、
御
下
知
濟
相
成
居
候

へ
と
も
、

通
弁
御
用
之
方
差
湊
、
右
伺
濟
之

趣
取
計
候
獪
豫
無
之
、
當
今
之
姿

二
而

は
、

此
上
見
留
も
附
兼
、
且
右
稽
古
之
儀
は
、
又
傳
修
業
仕

侯
と
、
實
地
接
話
仕
候

と
は
、
格
別
之
相
違
有
之
、
成
熟
之
運

ひ
も
容
易

二
可
有

奉
存

候
、
就
而

は
、

右
様
申
出
候

を
幸

ひ
、
御
家
人
之
内
、
部
屋
住

・
厄
介

等
、
年
若

二
而
洋
學

稽

古
望
有
之
候
も

の
共
之
内
、
私
共
人
撰
之
上
、
彼
方
江
差
遣
し
、
宿
寺
詰
御
目

付
方
立
合
之
上

二
而
、
傳
習
爲
請
候

ハ
・
、
不
取
締
之
儀
も
生
す
間
敷
、
追

而

は

一
廉
之
御
用
弁
相
成
、
御
都
合
宜
敷
可
有
之
尤
右

は
私
共
限
り
挨
拶
可
及
筋

を
似

二
な

無
之
候

二
付
、
前
書
之
意
味
差
含
、
剔
冊
之
通
可
申
遣
哉
奉
存
候
、
外
國

立
合
役
々
申
談
、
依
之
右

返
翰
案
相
添
、
此
段
奉
伺
候
、
以
上
」

(
『
大
日
本
古
文
書

幕
末
外
國
關
係
文
書
之

三
十

二
』
)

フ
ラ

ソ
ス
人
通
弁
官
が
フ
ラ

ソ
ス
語

教
授

を
希

望
し
た
こ
と
、

日
本
人

に
は

英
語
も
フ
ラ

ソ
ス
語
も
解
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
、
実
地
接
話

に
よ
る
効

果
、

さ
ら

に
は
御
家
人
中
か
ら
人

選
し
て
伝

習
を
受
け

さ
せ
る
ぺ
ぎ

で
あ

る
こ
と
な

ど
が
取

り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

も

っ
と
も
、
引

用
文
中

に
み
ら
れ
る

「
同
人
儀
、
先

日
、
御
差
許
相
成
候
通

り
、
正
泉
寺
江
移
宿
仕
候

…
…
」

と
い
う
反
面

に
は
注
意

し
た
い
。

こ
れ

は
ジ

ラ
ー
ル
が
駐
日
フ
ラ
ソ

ス
総
領
事
デ

ュ
シ

ェ
ー

ヌ

・
ド

・
ベ
ル
ク

ー
ル
の
宿
館

で
あ

っ
た
三
田
の
濟

海
寺

が
手

狭
に
な

っ
た
こ
と
で
、
済
海
寺

か
ら
近

い
正
泉

寺
に
移
宿
し
た
事
実

を
示
す
も

の
と
し
て
重
要

な
の
で
あ

る
。

ジ
ラ
ー
ル
が
正
泉
寺

に
別
居

し
た
こ
と
に
関
す

る
文
書
も
残

さ
れ
て
い
る
の

で
引
用
し

て
お
こ
う
。
安
政
六
年
十

一
月

二
十

二
日
付

の
外

国
奉
行
書
翰

で
あ

る
。
「

佛

蘭
西
使
臣

館
書

記
官

エ
ス
ク

ワ
イ

ル

ジ
ラ

ー
ル
江

先
頃
其
許
別
宅
之
儀

二
付
、
申
入

た
る
書
翰
之
答

と
し

て
、
差
越
さ
れ
し
書

中
、
其
許
願
之
旨
不
聞
屈
事
之

こ
と
く
思
取
ら
れ
し
と
見

へ
、
云

々
之
次
第
申

其
望
ミ
を

る
れ
と
も

聞

ら
れ
た
る
に
は
驚
ぎ

ぬ
元

よ
り
外
國

々
使
臣
館
附
屬

の
者
共
別
宅
之
儀
無
故

め
る
二
は
あ
ら
す
し
か
し

障
筈

な
れ

ハ
あ

な
か
ち
其
許

に
の
み
差

二
は
み
可
申
筋

は
あ
ら
さ
れ

と
も
國

々

れ
ハ

の
使
臣
館
地
所
も
近

日
之
内
談
判

い
た
し
可
取
極
積
な

る
に
よ
り
、
其

セ
子

ラ

か

ー

ル
、
濟
海
寺

に
住
居

せ
ら
れ
ん
こ
と
さ

へ
、
今

よ
り

ハ
、

日
久

し
き
間

は
あ

ら
さ
る

へ
き

な
れ

ハ
、
夫

ま
て
の
處

は
暫

時
そ
の
儘

に
あ
ら
れ
ん
こ
と
、
子
細

あ

る
ま
し
く
と
思
ひ
申

入
し
に

て
、
聊

か
他

意
あ

る
に
あ
ら
す
、

さ
れ

ハ
、

正

泉
寺

へ
劉

宅
之
儀

は
、
達

て
懇
望
あ
ら
れ
ん
に

ハ
、
我
等

に
お
ゐ
て
も
固

よ
り

異
議

を
容
さ

る
な
り
、
拝
見
謹
言
、

安
政
六
年
未

十

一
月

日

赤
松
左
衛
門
尉

酒
井

隠
岐
守

新
見

豊
前
守
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堀

織
部
正

村
垣

淡
路
守

竹
本

圖
書
頭

(
『
大
日
本
古
文
書

幕
末
外
國
關
係
文
書
之
三
十
二
』
)

正
泉
寺
は
現
在

の
御
田
小
学
校

の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
が
、

い
ま

は
目
黒
区

に

移
転
し

て
、
そ

こ
に
は
な

い
。

「
正
泉
寺
跡

芝

三
田
台
町

一
ー

二
〇

幕
末
当
時

は
現
在

の
御
田
小
学
校

の
地

に
あ

っ
た
が
、
安
政

六

(

一
八

五

九
)
十

一
月

二
二
日

フ
ラ

ソ
ス
総
領
事
館
通
弁
官
ジ

ュ
ー
ル
は
宿
寺
済
海
寺

の

居
室
が
狭

い
う
え
、
暗

い
た
め
に
移
転

し
た
。
同
月

二
五
日

に
同
人
か
ら
正
泉

寺
居
室

に
お
い
て
フ
ラ
ソ
ス
語

を
伝
習

し
た
い
旨

の
申

し
出
が
あ

っ
た
が
、
幕

府

に
は
フ
ラ
ソ
ス
語

に
通
ず

る
人
が
な
く

て
見
合
わ

せ
と
な

っ
た
。
」
(
『
港
区

の
文
化
財

・
第

一
集

幕
末

の
外

交
史

跡
』

二
十
五
ー

二
十
六
ペ
ー
ジ
)

ジ

ュ
ー
ル
と
は
ジ

ラ
ー
ル
の
誤
記

で
あ

る
が
、

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
ジ
ラ
ー

ル

の
フ
ラ
ソ
ス
語
教
授

は
実
現

を
み
な
か

っ
た
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

一
方
で
は

「
そ

の
頃
す

で
に
ジ

ラ
ー
ル
師

は
江
戸
で
仏
語
学
校
を
開

い
て
い
た
。」

(
『
凾

館

と
カ
ト
リ

ッ
ク
』

二
十

二
。へ
ー
ジ
)
と

い
う
ふ
う
な
指
摘
も
あ

る
。
結
局

ジ

ラ
ー
ル
の
フ
ラ
ソ
ス
語
教
授

に
つ
い
て
は
は

っ
ぎ
り
し

た
こ
と
が

わ

か

ら

な

い
と
い
う

の
が
現
状

で
あ

る
。

ジ

ラ
ー
ル
神
父

は
横
浜
天
主
堂
事
件

の
あ

と
、

一
時
期
日
本
を
離
れ
た
。

「
ジ

ラ
ー
ル
師

は
公
使
館

の
用
務

を
帯
び

て
香
港

へ
渡
り
、
リ
ボ
ア
師

と
熟

談

の
結
果
、

フ

ユ
ウ

レ
、
プ
テ

ィ
ジ

ァ
ソ
両
師
を
琉
球
か
ら
引

き
上
げ

さ
せ
、

日
本
宣
教

に
協
力

さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
こ
に
、

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
師

渡
来

以
来
十

八
年

を
以

て
、
日
本
再
布
教

の
前
哨
基
地

と
な

っ
て
い
た

琉

球

布

教

は
、

一
応
そ

の
使
命

を
終

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
更

に
ジ
ラ

ー
ル
師
は

フ
ラ

ソ
ス

に
帰
り
、

日
本
教
会

の
た
め
各
方
面

の
協
力

を
懇
請

し
、
次

い
で
日
本
教
会
附

を
命
ぜ

ら
れ
た

ロ
ー
ケ

ー

ニ
ュ
師

を
伴

っ
て

ロ
ー

マ
に
赴
き
、
教
皇
ピ
ウ

ス
九

世

に
拝
謁

し
て
、

日
本
宜
教
事
情

を
報
告

し
た
。

一
八
六

三
年

(
文
久
三
年
)

ジ

ラ
ー
ル
師
が

ロ
ー
ケ

ー

ニ
ュ
師

と
土
ハ
に
横
浜

に
帰
着

し
た
時

に
は
、

フ

ユ
ウ

レ
師

は
長
崎

へ
赴
き
、
横
浜

に
は
ム

ニ
ク
ウ
、
プ

テ

ィ
ジ

ァ
ソ
両
師
が
、
活
躍

し
て
い
た
。

た
だ
函
館

に
い
た

メ
ル
メ
師
が

こ
の
年
帰
国

し
た
た
め
、
同
地

の

布
教

は

一
時
停
頓

し
た
。
」

(助
野
健
太
郎

『
と
も

し
び

は
消
え
ず
」
四
十
四
ペ

ー
ジ
)

さ

て
、

一
八
六

三
年

一
月

二
十

二
日
に
長
崎

に
赴

い
た
フ

ユ
ー
レ
神
父

は
天

主
堂
完
成

を
待

た
ず
そ

の
年
十
月

に
帰
国

し
、
代
わ
り

に
ロ
ー
ケ

ー

ニ
ュ
神
父

が
来
崎

し
て
プ

チ
ジ

ャ
ソ
神
父

に
協
力

し
、

一
八
六

五
年

に
は
天
主
堂

を
竣

工

さ

せ
、

二
月
十
九
日
ジ

ラ
ー
ル
教
区
長

の
臨
席

を
え

て
献
堂
式

を
挙
行

し
た
。

ジ
ラ

ー
ル
神
父

は
間
も
な
く
横
浜

に
戻

っ
た
が
、
同
年

三
月
十
七
日
、
プ
チ
ジ

ャ
ソ
神
父

は
こ
の
大
浦
天
主
堂

で
隠
れ
キ
リ

シ
タ

ソ
の
信
徒
発
見

と
い
う
奇
蹟

に
遭
遇
す

る
の
で
あ

っ
た
。

一
八
六
六
年

(
慶
応

二
年
)
八
月
、

ロ
ー
マ
法
王
庁

は
ジ

ラ
ー
ル
神
父
に
代

わ

っ
て
プ
チ
ジ

ャ
ン
神
父

を
日
本

の
代
牧

に
任
命

し
た
。
ジ

ラ
ー
ル
神
父
は
横

浜

に
住

み
、
威
厳

と
慈
愛

に
み
ち

た
聖
職
者

と
し
て
活
動

を
続
け

た
が
、
翌

一

八
六
七
年
十

二
月

九
日
、
四
十
六
才

で
死
去
し

た
。
神
父

は
山
手
カ
ト
リ

ッ
ク

教
会

(横
浜
市
中
区
山
手
町
四
十
四
番
地
)

の
聖
堂
内

の
祭
壇
左
側

の
壁
面

に

左
記

の
頌
碑
と
と
も

に
葬
ら
れ

て
い
る
。
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一
九
七
六
年
十

二
月

二
十
九
日
)
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